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令和４年度（２０２２年度）第４回教育委員会（７月定例会）議事録 

 

１ 日時   令和４年（２０２２年）７月１４日（木） 

午前９時３０分から午後０時１０分まで 

 

２ 場所    教育委員会室（県庁行政棟新館７階） 

 

３ 出席者   教育長             白石 伸一 

委員              木之内 均 

委員              吉井 惠璃子 

委員              田浦 かおり 

委員              田口 浩継 

委員              西山 忠彦              

 

４ 議事等 

（１） 議案 

議案第１号 教育に関する議案に対する教育委員会の意見に係る臨時代理の 

報告及び承認について 

議案第２号 令和５年度（２０２３年度）県立高等学校の学科改編について 

議案第３号 熊本県立高等学校学則の一部を改正する規則の制定について        

議案第４号 熊本県立高等学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則の

制定について 

議案第５号 令和５年度（２０２３年度）県立高等学校生徒募集定員について 

議案第６号 熊本県夜間中学設置基本方針について 

議案第７号 教育職員免許状に関する規則の一部を改正する規則に係る臨時代理

の報告及び承認について 

議案第８号 教育職員免許状更新講習の受講対象者等に関する規則を廃止する規

 則に係る臨時代理の報告及び承認について 

議案第９号 熊本県立美術館協議会委員の任命及び解職について    

議案第 10号 熊本県社会教育委員の委嘱及び解職について   

議案第 11号 教職員の懲戒に係る臨時代理の報告及び承認について       

議案第 12号 教職員の懲戒に係る臨時代理の報告及び承認について             

（２） 協議 

協議（１） 熊本県教育委員会の点検及び評価について 

（３） 報告 

報告（１） 令和４年２月定例県議会における教育委員会に係る一般質問及び答

   弁について 

報告（２） 令和４年度（２０２２年度）教師不足について 

 

５ 会議の概要  

（１）開会（９:３０） 

   教育長が開会を宣言した。 

（２）会議の公開・非公開の決定 

教育長の発議により、議案第９号から議案第１２号までは、人事案件のため

非公開とした。 
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（３）議事日程の決定 

教育長の発議により、議案第１号から第８号まで、協議（１）、報告

（１）及び報告（２）を公開で審議した。 

（４）議事 

〇議案第１号 「教育に関する議案に対する教育委員会の意見に係る臨時代理の 

報告及び承認について」 

教育政策課審議員 

  議案第１号について、御説明します。提案理由を１ページに記載しています。

６月定例県議会に提案した教育に関する議案について、知事から教育委員会に意

見照会がありましたが、教育委員会に付議する暇がなく、次の２ページ及び４ペ

ージのとおり、教育長が臨時に代理して「原案どおりで差し支えない」旨の回答

を行ったことから、本日の教育委員会に報告し、承認を求めるものです。 

  なお、今回は６月定例県議会に追加提案した議案について報告・承認を求める

ものであり、冒頭提案した議案は、６月定例教育委員会において報告・承認済み

です。 

追加提案した議案は、予算議案と条例等議案に分かれているため、知事からの

意見照会及び意見照会に対する回答は、２ページ及び３ページの予算議案分と、

４ページ及び５ページの条例等議案分に分かれています。 

  該当の議案は、３ページ及び５ページに掲載の知事からの依頼文中、「記」以

下の項目です。 

まず第１８号が６月補正予算の追加提案の議案ですが、６ページから１０ペー

ジまでが議案本文で、教育委員会関係については、１２ページから１３ページま

でに整理しています。 

１２ページは６月補正予算の総括表です。今回の追加提案は、国の総合緊急対

策を受けた原油価格・物価高騰への対応や、新型コロナウイルス感染症対策のた

めの経費を計上するものであり、最下段「教育委員会の合計」欄の左から４番目

のとおり、８，５３４万円余の増額補正です。 

次の１３ページに各課の事業を整理しています。主なものを御説明しますと、 

１は、県立学校において授業支援などを行う、ＩＣＴ支援員の増員に要する経費 

３・７・８は、県立特別支援学校寄宿舎等における原油価格・物価高騰による食

材調達費に係る助成、６は、公立幼稚園におけるＩＣＴ化又は新型コロナウイル

ス感染症対策に取り組む市町村に対する助成、１０は、ウィズコロナ下の青少年

教育施設におけるコロナ対策関連備品の購入に要する経費、１３は、新しい生活

様式に対応した県市等連携事業に係る貸出図書の購入等に要する経費を計上する

ものです。 

１４ページをお願いします。第１９号は、「熊本県職員等の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について」です。 

１７ページの条例案の概要をお願いします。これは、地方公務員の育児休業等

に関する法律の一部改正に伴い、非常勤職員について、子の出生後８週間以内の

育児休業の取得要件を緩和するなど、関係規定を整備するものです。 

事務局からの説明は以上です。御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

田浦委員 

  １３ページの補正予算の内容についてですが、６の公立幼稚園におけるＩＣＴ
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化の具体的な内容について説明をお願いします。 

義務教育課審議員 

  具体的な内容については、公立幼稚園において、例えば先生方の研修を行う際

にタブレット等が十分に配備されていない場合がありますので、そういった場合

のＩＣＴの充実を図るために予算を計上しています。 

田浦委員 

先生方の研修のためにタブレットを使うためのお金ということでよろしいです

か。 

義務教育課審議員 

  それもありますが、更に言いますと、幼稚園の登園時のシステム等も含まれま

す。 

田浦委員 

  了解しました。 

教育長 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

〇議案第２号 「令和５年度（２０２３年度）県立高等学校の学科改編につい

て」 

高校教育課長 

  高校教育課です。お手元の資料の１ページを御覧ください。議案第２号の「令

和５年度（２０２３年度）県立高等学校の学科改編について」説明します。 

提案理由は、熊本県教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則第２

条第２項の規定により、教育委員会に付議する必要があるためです。 

２ページの（別紙）を御覧ください。１に「対象となる学校及び学科改編の概

要」を表で記載しています。３ページ及び４ページに対象校の魅力化の内容を記

載しています。 

まず（１）の「学級減を含む学科改編」について、該当校は４校です。北稜高

校ですが、普通科人文コース・ビジネスマネジメント科・園芸科学科・造園科・

家政科学科の５学科を商業科・園芸科・造園科・家政科の４学科に改編します。 

３ページの魅力化の内容を御覧ください。今回の改編により、時代のニーズに

応じた学科の専門教育の充実を図りながら、４学科が学科横断で連携し、地域産

業と結びついた商品開発や事業展開を研究するなど、他学科との協働を通して、

それぞれの強みや重要性を理解し、各学科の学びに付加価値を創造します。 

２ページにお戻りください。次に八代農業高校ですが、園芸科学科・食品科学

科・農業工学科・福祉家庭科の４学科を、食農創造科・生産土木科・家庭科の３

学科に改編します。 

３ページの魅力化の内容を御覧ください。今回の改編により、地域産業を支え

る人材を育成する学校として、自治体や専門機関との連携を深め、農業の６次産

業化や、農業土木分野とデジタル技術との融合を図るなど実践的な学びを充実し、

地域課題に即した学びに取り組みます。 

２ページにお戻りください。次に岱志高校ですが、普通科３学級を、普通科ア

ドバンストコース１学級と普通科キャリアコース１学級に改編します。今回の改
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編により、個に応じた確かな学力の向上を図るとともに、探究に用いる様々な手

法を学び、社会の諸問題に関するテーマ学習や、外部講師を招いたワークショッ

プやインターンシップなどの体験的な学びを行うなど、地域と連携した探究活動

に取り組みます。 

次に松橋高校ですが、普通科文理総合コース・体育コースのあわせて３学級を

普通科地域創造コース２学級に改編します。今回の改編により、地域等のニーズ

を踏まえ、地域人材の育成を重視するとともに、宇城市などとの連携・協働によ

る、地元食材を基にした食品やメニューの開発、防災について教科横断的に学ぶ

など、探究活動を深化させます。 

続いて（２）の「学級減を含まない学科改編」について、該当校は６校です。

まず、熊本工業高校ですが、繊維工業科をテキスタイルデザイン科に改編します。 

４ページの魅力化の内容を御覧ください。今回の改編により大学や専門機関、企

業等との連携を深め、繊維産業界の動向に対応した、「工業デザイン」の学びを

新たに加え、新素材を含む様々なテキスタイル素材の活用方法について学ぶなど、

創造性や探究心を持った技術者を育成します。 

２ページにお戻りください。次に、岱志高校、大津高校、熊本西高校、八代東

高校及び南稜高校ですが、普通科体育コースを普通科スポーツコースに改編しま

す。今回の改編により、「する、見る、支える、知る」といったスポーツへの多

様な関わり方を実践する取組の充実に向けて、「トップアスリートの育成」をは

じめ、各種資格取得及び関係機関と連携した活動等を通した「スポーツを支える

人材の育成」を図ります。 

最後に、３の「施行日」ですが、令和５年（２０２３年）４月１日となります。 

以上、令和５年度の学科改編について、御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

吉井委員 

まずお伺いしたいのは、鹿本高校です。「スポーツ健康科学コース」からの変

更はないということですが、学級減を含まない学科改編に書いてある理由を御説

明いただきたいのが一つと、感想になりますが、例えばこれまでは学科名は、商

業科、園芸科といったものから、横文字的なものがどんどん入ってきて、格好よ

くなった時期がありました。しかし、格好いいけれど意味がよく分からないと思

ったこともありました。今回の北稜高校の変更内容を見て、結局元に戻ってくる

ように感じました。個人的にはとても分かりやすくなったと思います。もう一つ

伺いたいのは、学級減を含む学科改編のある４校の１学年在籍の生徒の数を教え

てください。 

体育保健課長 

お尋ねの１点目ですが、鹿本高校の体育系コースの名称は、既にこれまでの学

科改編により「スポーツ健康科学コース」と改称し、ＳＳＨ（スーパーサイエン

スハイスクール）の取組等も含め、魅力ある学校づくりを進めていますので、コ

ース名称の変更は行わず、「スポーツ健康科学コース」を踏襲するということで

す。ただし、先ほど高校教育課長から御説明した「する、見る、支える、知る」

といったスポーツへの多様な関わり方を実践する取組の充実を、他の体育系のコ

ースと同様に進めるということです。 

吉井委員 

分かりました。ありがとうございます。 
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高校教育課長 

北稜高校の学科名ですが、吉井委員にお話しいただいたとおり、地域の方々や

中学生に学習内容を分かりやすく伝えるということをコンセプトにしています。

そして、漢字２文字で揃え、一体感を出して４学科が横連携して協働するという

今回の特色の一つを強調するねらいもあります。３点目の御質問についての確認

ですが、直近の入試で各学校の生徒数がどれくらいだったか、ということでよろ

しいですか。 

吉井委員 

はい。実際のところ、どれくらいの入学者になっているかを教えてください。 

高校教育課長 

北稜高校は、今年度の春の入試で２００名定員でしたが、入学者は７７名で 

す。八代農業高校は１６０名の定員に対して入学者は６３名です。岱志高校は１

６０名の定員に対して入学者は３３名です。最後に、松橋高校が２００名の定員

に対して入学者は６０名です。 

吉井委員 

ありがとうございます。募集定員を少し減らしても、やはり今の状態ではかな

り差があるということですね。これからまた、丁寧に一つ一つの学科の魅力を出

していくことで、たくさん入学者が集まることを期待しています。 

教育長 

ありがとうございます。他はよろしいですか。 

西山委員 

今までの御説明の中で、それぞれの学校の魅力化は、学校の自助努力というこ

とで、それは非常に大事なことだと思いますが、やはり世の中の課題としては、

少子高齢化や後継者不足などがあり、どこの業界も避けて通れないところです。

県立高校についても、定員割れが続いている中で、全体像としての県立高校をど

う持っていくか、具体的に言うと、どんな連携をしながら、どう魅力を出してい

くかということや、それぞれの学校の独自の努力プラス全体像の議論もやってい

かないといけないのではないかと思います。先ほどの募集定員に対しての入学者

数などを全体で見ながら、どういう形で県立高校を持続させていくのか、あるい

は活性化させていくのかということを考える機会を設けていただければ大変あり

がたいと思います。 

高校教育課長 

令和３年度（２０２１年度）から令和６年度（２０２４年度）まで、県立高校

の魅力化を図るためのいくつかの取組を既にスタートさせています。まず、各学

校の特色をしっかり出していくために、「熊本スーパーハイスクール（ＫＳＨ）

構想」を掲げ、特色化・魅力化を進めているところです。そのほかにも、横連携

の「熊本県立高校ＯｎｅＴｅａｍプロジェクト」では、学校間が共同で連携して

１つのプロジェクトを立ち上げ、それぞれの学びを深めていくことを始めたとこ

ろです。これらをしっかり進めながら、県全体として、県立高校の魅力化をしっ

かり図っていきたいと思います。 

田口委員 

いろいろと御検討いただいていること、本当にありがたく思います。学科改編

の理由のところで、ニーズやその辺を含めて改編しているという文言があります

が、本当に中学生のニーズに合っているのか、地域のニーズに合っているのかと

いう検証が必要ではないかと思います。その一つの指標が先ほど説明いただいた
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今年度の入学者数です。このように改編したとしても、入学者が増えなければ、

結局ニーズに合っていなかったのではないかとも言えますので、そのあたりも含

めて、今後検証をお願いできればと思います。 

教育長 

県立高校の魅力化や学科改編は、今、高校教育課長から話がありましたよう 

に、令和６年度（２０２４年度）までの計画で順次進めているところではありま

すが、現実的には今いろいろと話がありましたように、個別に見てみると、まだ

まだ定員割れの状態がすぐ解消できるのかというと難しい面もあります。令和６

年（２０２４年）までの魅力化と並行して、県立高校のあり方について議論して

いかなければならないと考えています。そして、次の大きな方向性を模索しなが

ら、ここ１年、２年かけて並行して議論していく必要があると思っています。今

後、事務局といろいろと協議しながら進めていきます。 

西山委員 

ＩＣＴというのは非常に有効だと思います。ＩＣＴをどんどん進めながら、最

終的には、連携はバーチャルリアリティーの世界になるのではないでしょうか。

そういう方向でＩＣＴも検討いただきながら、教育長がおっしゃったものに向け

て準備を進めて行くことができればありがたいと思います。 

教育長 

ありがとうございます。他はよろしいですか。 

田浦委員 

学科改編は、それぞれの市町村との話し合いの中で決められているのですか。

その地域にどういう産業があるとか、このような強みを生かしたいとか、そうい

う連携が取れた上での特色化ということでよろしいですか。 

高校教育課長 

委員がおっしゃるとおり、地域の子どもたちが学ぶ学校ですので、地域ともし

っかり話をしながら進めています。その中で、先ほどの説明の中にありました地

域や自治体との連携もどんどん広がっていくというような形になっています。 

木之内委員 

先ほどの定員減や学科名の変更などについて、どのぐらいの期間やプロセス 

で、最終的に決定していくのか、その流れを教えてください。 

高校教育課長 

期間は、学校の状況によって長短がありますが、基本的には前年度から話を進

めています。その中で、地域の中学校の先生方や地域の首長の皆様、行政の方と

意見を交わすこともあります。もちろん教育委員会事務局もそこに関わりなが 

ら、どういう形が地域に合ったものか、地域に必要なものかというのを捉えなが

ら内容を決めていきます。最終的には実施前年度になり内容を詰めて、今日ここ

にお話をさせていただいているという状況です。 

木之内委員 

先ほどもお話があったように、定員を減らしても、入学者がその半分もいかな

いような高校も中にはあるわけです。もちろん入学者が来年増えるように努力し

なければならないのですが、意見交換をする際に、地域の危機感や、このように

地域を変えていきたいなどのいろいろな御意見が積極的に出るものなのか、分か

る範囲で結構ですので教えてください。 

高校教育課長 

それぞれの学校の状況と地域の状況によって違います。例えば、今回、松橋高
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校が防災の学びを導入しますが、これは宇城に防災センターができたということ

もありますし、地域の企業と地域食材を活用したメニュー開発を行うことも、宇

城市とは相当細かい連携を学校でさせていただいて、今後の進め方について詰め

ているところです。そのような学校に関しては、それぞれの市の担当の方がしっ

かり関わって話を聞いていただき、支援いただいているという状況です。 

教育長 

この問題はこれまでもずっと課題として取り組んできたものでありますし、今

後もしっかり取り組んで行かなければならない課題です。また、教育委員会事務

局としてもしっかり議論して、地域も巻き込みながら取り組んでいきます。 

教育長 

他はよろしいよろしいですか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

   

〇議案第３号 「熊本県立高等学校学則の一部を改正する規則の制定について」 

高校教育課長 

  議案第３号の資料の１ページを御覧ください。議案第３号の「熊本県立高等学

校学則の一部を改正する規則の制定について」ですが、提案理由は、ただ今御了

承いただきました（議案第２号で説明いたしました）学科改編に伴い、熊本県教

育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則第２条第１項第２号の規定に

より、教育委員会に付議する必要があるためです。 

２ページ「規則案の概要」の「３ 内容」の欄を御覧ください。改正内容は、

高森高校、熊本工業高校、北稜高校及び八代農業高校の学科改編による学科名の

変更です。 

また、本規則の施行日は、令和５年（２０２３年）４月１日ですが、改正前の

各高校の学科については、経過措置として、令和７年（２０２５年）３月３１日

までの間、存続することとしています。 

以上、御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。これは第２ 

号議案の中身を規則で決めるということでよろしいですか。 

高校教育課課長 

そのとおりです。 

教育長 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

〇議案第４号 「熊本県立高等学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規

則の制定について」 

高校教育課長 

議案第４号の１ページを御覧ください。議案第４号の「熊本県立高等学校の通
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学区域に関する規則の一部を改正する規則の制定について」ですが、提案理由 

は、先ほど御了承いただいた（議案第２号で説明しました）学科改編に伴い、議

案第３号同様、教育委員会に付議する必要があるためです。 

２ページ「規則案の概要」の「３ 内容」の欄を御覧ください。改正内容は、

岱志高校と高森高校に新設する普通科のコース及び高森高校マンガ学科の通学区

域を県下全域とするものです。 

本規則の施行日は、令和５年（２０２３年）４月１日ですが、改正前の岱志高

校及び高森高校の普通科の通学区域については、経過措置として、令和７年（２

０２５年）３月３１日までの間、存続することとしています。 

以上、御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

吉井委員 

高森高校には立派な寮ができると前々から聞いていますが、県下全域を通学区

域とした場合に、岱志高校には寮や寄宿舎等があるのですか。 

高校教育課長 

今、岱志高校に寮は設けていません。他にも、県下には県下全域を通学区域と

する学校がありますが、民間の下宿に入るなどして通っていると聞いています。 

教育長 

他に何かありますか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

〇議案第５号 「令和５年度（２０２３年度）県立高等学校生徒募集定員につい

て」 

高校教育課長 

議案第５号「令和５年度（２０２３年度）県立高等学校生徒募集定員につい

て」説明します。 

提案理由については、熊本県教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する

規則第２条第１項第１４号及び熊本県立高等学校学則第４条第２項の規定に基づ

き、教育委員会で定める必要があるためです。 

２ページの（別紙）を御覧ください。先ほど御了承いただきました（議案第２

号で説明しました）学科改編により、令和５年度（２０２３年度）の全日制高等

学校の生徒募集定員は、本年度から４学級１６０人を減じ、１１，０００人を予

定しています。 

なお、令和５年度（２０２３年度）の定時制高等学校及び高等学校専攻科の生

徒募集定員は、本年度同様、変更はありません。 

また、本議案について決定いただいた後は、８月下旬の私立高校及び熊本市立

高校の募集定員公表に合わせて、県立高校についても、全ての高校の生徒募集定

員を報道機関に提供する予定です。 

以上、御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 
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西山委員 

先ほどの続きになりますが、令和４年（２０２２年）の１１,１６０人の定員に

対して入学者数は何人ですか。 

高校教育課長 

１１，１６０人の定員に対して８，４２４人の入学者です。 

西山委員 

充足率は分かりますか。 

高校教育課長 

約７５％です。 

西山委員 

その数字からしても、随分高校間での格差があるのではないかと思います。そ

ういったものも含めて教えていただきながら、先ほど教育長がおっしゃった全体

像に向けて、議論ができればと思います。 

高校教育課長 

ありがとうございます。また後日資料を提供します。 

教育長 

他はよろしいですか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

〇議案第６号 「熊本県夜間中学設置基本方針について」 

義務教育課審議員 

義務教育課です。議案第６号「熊本県夜間中学設置基本方針について」提案し

ます。 

まず、提案理由です。学びを必要とする全ての方への学びの保障の実現に向 

け、義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方や、不登校など様々な事情に

より十分な教育を受けられないまま中学校を卒業した方、外国籍の方などの学び

直しの場としての夜間中学の設置が必要であり、学校その他の教育機関の設置場

所の決定及び県立学校施設整備の基本方針については、熊本県教育委員会の権限

に属する事務の委任等に関する規則第２条第１項第９号及び第１６号の規定によ

り、教育委員会に付議する必要があるため提案するものです。 

配付資料は４部あります。一つ目が、資料３５ページに「熊本県夜間中学設置

基本方針概要」を１枚もので載せています。二つ目が、資料３６ページから「熊

本県夜間中学設置基本方針（案）」、次から補足資料です。三つ目が、資料４５

ページから「別紙①（ニーズ調査結果、国・県等から出されたデータ資料等）」、

四つ目が、資料５２ページから「別紙②（法令関係）」になります。 

それでは、資料３７ページの基本方針（案）の「目次」を御覧ください。基本

方針（案）は、６つの項目で構成しています。 

資料４２ページを御覧ください。本日は時間が限られていますので、「４ 県

教育委員会としての夜間中学設置の基本方針」の８点を中心に説明します。 

（１）の設置主体は、これまでの公表どおり県であり、熊本市と連携して取り組

んでいきます。 

（２）の設置場所は、これまで「県立湧心館高等学校内を有力候補とする」して
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いましたが、県立湧心館高等学校内に設置します。 

（３）の開校時期は、令和６年（２０２４年）４月を目途に開校します。 

（４）の対象生徒は、熊本県在住の１５歳以上で、義務教育を修了していない 

方、又は卒業しても不登校等の理由により十分に学ぶことができなかった方とし

ています。国籍は問いません。ただし、現在中学校に通っている生徒、いわゆる

学齢生徒は含まれません。 

（５）の開校方法は、開校時に全ての学年を開設します。 

（６）の学級編制は、各学年１学級ずつとし、各学級２０人程度とします。 

（７）の学区は、熊本市を含めた県内全域とします。 

（８）の本人が負担する費用については、通常の中学校と同様で、授業料及び教

科書代は無償とし、教材費等は実費を負担します。 

以上が、基本方針についての説明です。 

次に、先日公表された国勢調査の結果から２点御説明します。資料３９ページ

を御覧ください。 

１点目は、基本方針（案）「２ 本県における夜間中学設置の必要性」の「①

義務教育未修了者の状況」についてですが、令和２年（２０２０年）の数値が公

表されましたので、県内の「未就学者」が１，９９０人、「最終卒業学校が小学

校の方」を１７，８７４人としています。 

２点目は、基本方針（案）「③在留外国人の状況」についてですが、令和３年 

（２０２１年）末の数値が公表されましたので、追記しています。 

なお、本基本方針を御承認いただきましたら、本日、本基本方針を報道機関へ

情報提供するとともに、本課内に電話やメール等で受け付ける「熊本県夜間中学

相談窓口」を設置したいと考えています。 

義務教育課からの説明は以上となります。御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

西山委員 

相談窓口を設置するときに、外国人の問い合わせへの対応も考えていますか。 

義務教育課審議員 

今のところ日本語でつくっていますが、多様な生徒が考えられますので、他課

と相談しながら対応していきます。 

教育長 

他はよろしいですか。 

木之内委員 

  通しの４９ページを見ると、不登校生がかなり増えている印象を受けます。こ

の不登校生がこれだけ増えるということに対して何か考えていかないといけない

と思いました。このアンケートと直接関係はありませんし、教育委員会だけの問

題ではないと思いますが、根本的な理由が何なのか機会があったら是非検討でき

る時間がとれればと思います。 

義務教育課審議員 

ありがとうございます。 

教育長 

他はよろしいですか。 

田浦委員 

  木之内委員の話を聞きながら思ったことですが、不登校になっている方もいる
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し、海外から来られた方もいらっしゃいます。そんな方たちに、夜間中学ができ

るという情報が確実に届くようなシステムをつくり、そして全ての通いたいと思

う方のところに情報が届くようにして、全ての方が手を挙げられるような環境づ

くりや情報発信をお願いします。 

義務教育課審議員 

  ありがとうございます。まず皆様に夜間中学を知っていただくことが大事だと

思いますので、今後、いろいろな媒体を通して広報活動を行い、情報を必要とす

る方に届くようにしていきたいと思います。 

田浦委員 

よろしくお願いします。 

教育長 

他はよろしいですか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

 

〇議案第７号 「教育職員免許状に関する規則の一部を改正する規則に係る臨時

代理の報告及び承認について」 

学校人事課長 

  議案第７号「教育職員免許状に関する規則の一部を改正する規則に係る臨時代

理の報告及び承認について」御説明します。 

まず、本規則について、教育長の臨時代理を行った理由について、資料６２ペ

ージの３を御覧ください。この後御説明しますとおり、７月１日から教員免許更

新制が解消されるにあたり、６月末までに、関係規則の整備を行う必要がありま

したが、国の関係省令が６月２１日に公布され、６月定例教育委員会に付議する

暇がなかったため、教育長の臨時代理により、規則改正を行ったものです。 

教員免許更新制についてですが、点線で囲んだ部分を御覧ください。平成２１

年４月に施行された制度ですが、中央教育審議会で「必要な教師数の確保」と

「その資質能力の確保」が両立できるよう、抜本的な検討が行われ、令和４年５

月の改正免許法の成立により、７月１日から解消されることとなりました。 

規則改正の概要については、次のページを御覧ください。具体的内容は、３に

記載しています。（１）として、失効した免許状に係る授与出願等について、免

許状更新講習に関する提出書類等を定めた規定の削除、（２）として、免許更新

や、有効期間の延期などに係る提出書類に関する規定の削除、（３）として、条

項ずれの規定の整理です。４ページから７ページには、規則の公布文を掲載して

います。８ページから１６ページには、新旧対照表を掲載しています。 

以上、御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

田口委員 

免許更新講習はそれなりの意義があったように思いますが、それを廃止すると

いうことで、それに代わる研修についての今の準備状況を教えてください。 

学校人事課長 

今般、免許法の改正がありました。併せて、教育公務員特例法で、研修関係の

改正が行われています。研修に関しましては、この法改正により、例えば研修の

記録の作成や資質向上に関する指導助言に関する規定が新たに盛り込まれていま
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す。 

具体的な中身や、どのように進めるかについては、国がガイドライン作成の準

備を進めており、夏を目途に、大体８月ぐらいに出されると聞いています。そう

いった内容を見ながら、研修内容 の検討をしっかりと進めていきたいと考えて

います。 

田口委員 

ありがとうございます。よろしくお願いします。 

教育長 

他はよろしいですか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

 

〇議案第８号 「教育職員免許状更新講習の受講対象者等に関する規則を廃止す

る規則に係る臨時代理の報告及び承認について」 

学校人事課長 

  議案第８号「教育職員免許状更新講習の受講対象者等に関する規則を廃止する

規則に係る臨時代理の報告及び承認について」御説明します。 

本規則の廃止についても、議案第７号と同様、教員免許更新制の解消に伴うも

ので、６月定例教育委員会に付議する暇がなかったため、教育長の臨時の代理に

より、規則廃止を行っています。 

資料２ページ（７８ページ）を御覧ください。規則の概要です。先ほどご説明

しました、教員免許更新制の解消に伴い、更新講習の受講対象者等を定めた本規

則を廃止するものです。３ページには、公布文を掲載しています。 

以上、御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

教育長 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

 

〇協議（１） 「熊本県教育委員会の点検及び評価について」 

教育政策課審議員 

協議第１号「熊本県教育委員会の点検及び評価について」です。本件について

は、今回の７月定例教育委員会で協議し、事前に委員の皆様の御意見をいただい

た後、８月定例教育委員会にあらためて議案として提出し、御審議いただくこと

としています。報告書本体は別冊のとおりですが、本日は、「熊本県教育委員会

の点検及び評価 概要」に沿って説明します。 

「１ 報告書について」をお願いします。「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」の規定に基づき、県教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価を実施しています。 

「２ 報告書第１部 教育委員会の活動状況」をお願いします。教育委員会の

開催状況や、広報の状況等について記載しています。 

「３ 報告書第２部 「第３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」に関連

する教育施策の実施状況」をお願いします。教育施策の実施状況について、「第

３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」に沿って、令和３年度の取組状況を
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整理しました。全部で１５の指標を設けており、このうち、８つの指標が策定時

から改善しています。横ばいは５指標、悪化した指標は２指標となっており、引

き続き目標達成に向け課題への対応を進めていきます。 

なお、第２部の詳細については、この後、御説明します。 

次に「４ 今後のスケジュール」を御覧ください。７月２２日に有識者から意

見聴取した後、８月定例教育委員会で最終評価をいただき、その後、９月議会に

報告します。議会後には、県ホームページにおいて公表する予定です。 

２ページをお願いします。「５ 令和３年度の主な取組、課題・今後の方向性

について」を御覧ください。第２部の詳細について、説明します。見開きの左側

のページに主な取組や課題・今後の方向性、右側のページに指標の状況を載せて

います。教育プランの「基本的方向性」に沿って御報告します。 

左側を御覧ください。最初に、「基本的方向性１：家庭・地域の教育力向上」

です。「家庭教育支援にしっかり取り組みます」を重点取組としています。「親

の学び」オンデマンド講座を開発し、ＤＶＤ配付や県のホームページ掲載により

普及を図りました。双方向型のオンライン講座実施に向けた環境面、技術面に対

する支援が必要です。 

次に「基本的方向性２：安全・安心に過ごせる学校づくり」です。「子供たち

が安全・安心に学ぶ学校をつくります」「貧困の連鎖を教育で断ち切ります」を

重点取組としています。熊本県人権子ども集会及び人権教育に係る教職員の資質

や実践的な指導力を高めるための研修会等を実施しました。教職員の人権問題へ

の基本的認識を深めるため、研修内容及び指導資料の工夫・改善が必要です。い

じめへの対応として各学校が配置した情報集約担当者向け研修を実施しました。

また、県立学校生徒を対象とした「いじめ匿名連絡サイト（スクールサイン）」

を運用しています。情報集約担当者向け研修において組織的な対応を指導し、児

童生徒が安心して学校に相談できる体制の構築を図っていきます。スクールカウ

ンセラー８３人、スクールソーシャルワーカー２１人を配置し、不登校児童生徒

等に対し連携して支援を実施しました。欠席が１０日に達する前に専門家の支援

につなぐ「愛の１・２・３運動＋１（プラスワン）」の取組の更なる推進が必要

です。 

次に「基本的方向性３：確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成」です。

「“生きる力”の基礎となる学力向上を図ります」を重点取組としています。

「『熊本の学び』アクションプロジェクト」として、「誰一人取り残さない学び

の保障」と「教員一人一人の授業力向上」の二本柱で各市町村立学校の支援に取

り組みました。「熊本の学び」ステップアップ研修を実施し、課題解決に向けた

教員の指導力向上を図り、児童生徒の学力向上を目指します。「高校生のための

学びの基礎診断」活用方針を定め、方針に基づき、各校において「基礎学力定着

のための指導計画」を策定しました。「基礎学力定着のための指導計画」におけ

るＰＤＣＡサイクルの確立に向け、学校訪問等を通した指導・助言を行います。 

次に、「基本的方向性４：障がいや多様な教育的ニーズに応える」です。「障

がいのある子供の学びを支えます」を重点取組としています。特別支援学校の児

童生徒の進級や進学等の実態を踏まえ、個別の教育支援計画の作成・活用・引継

に係るガイドラインを令和４年１月に改訂しました。教育支援の方法等を引き継

げるよう、個別の教育支援計画の意義についての理解啓発を図っていきます。熊

本市と合同で夜間中学についてのニーズ調査を実施しました。熊本市と連携し、

基本構想策定・施設整備準備等を計画的に進めていきます。 
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４ページをお願いします。次に、「基本的方向性５：キャリア教育の充実とグ

ローバル人材の育成」です。「英語教育日本一を目指します」「進学や就職の夢

を叶えます」を重点取組としています。全県立高校（全日制）でインターンシッ

プを実施しました。特に普通科生徒のインターンシップ体験の増加が課題です。 

 英語外部検定試験受験料に係る市町村への補助や低所得世帯への受験料補助を実

施しました。１、２年生からの積極的な受験を推進するなど、英語力向上のため

の取組を着実に進めていきます。八代中学校・高校を国際バカロレアの認定に向

け申請する学校に選定しました。本県の国際バカロレアへの認知度は高くないた

め、生徒募集に向けた周知活動に力を入れる必要があります。 

次に、「基本的方向性６：魅力ある学校づくり」です。「魅力ある学校づくり

を進めます」を重点取組としています。熊本スーパーハイスクール構想に基づき、

各学校の特色を明確化するスクール・ミッションを策定しました。「県立高等学

校あり方検討会」の提言に基づき、引き続き、魅力化に向けた取組を実施してい

きます。防災型コミュニティ・スクールから総合型への移行手続が完了し、令和

４年度から全ての県立高校・特別支援学校が総合型に移行しています。教育課程

や学校経営計画等にも地域の声を反映し、地域に開かれた学校運営に努める必要

があります。 

次に、「基本的方向性７：子供たちの学びを支える」です。「教員の指導力向

上を図ります」「ＩＣＴ教育日本一を目指します」を重点取組としています。県

立学校宛てに「在校等時間の上限方針」に係る周知チラシを作成し、全教職員に

配布しました。勤務時間の適正管理等、働き方改革に係る取組状況に差がみられ

ることから、引き続き周知・啓発を行っていきます。県立学校（特別支援学校１

８校、定時制２校）の給食費公会計化に向け、条例を制定し、食材調達業務の効

率化についても検討を進めました。令和５年度から、学校給食を実施している県

立学校において学校給食費の公会計化を実現します。県立学校について、１人１

台端末及び普通教室等の校内通信ネットワークの整備が完了しました。校内通信

ネットワークが未整備の特別教室・体育館等について、整備を完了させます。 

次に「基本的方向性８：文化・スポーツの振興と生涯学習の推進」です。県ス

ポーツ協会のクラブアドバイザーと市町村を訪問し、総合型地域スポーツクラブ

の設置促進等に関する情報交換を実施しました。総合型地域スポーツクラブの更

なる設置促進及び指導者の育成と活動内容の質向上が必要です。 

次に「基本的方向性９：災害からの復旧・復興」です。令和２年７月豪雨で被

災した文化財（国・県指定、国登録）は、復旧対象４３件のうち２２件が復旧し

ました。引き続き、文化財の災害復旧を進めていきます。 

  事務局からの説明は以上です。御審議をよろしくお願いします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

田口委員 

いろいろな取組や努力のあとが見えてきていると思います。通し番号８４ペー

ジ、基本的方向性６の魅力ある学校づくりの指標として、入学を希望する生徒が

増加した学校の割合を取り上げてあり、それが伸びたとしてあり、この項目はよ

かったという結論になっていると思いますが、いろいろと議論をする中で、定員

に満たない学校や廃学科に追い込まれる学科があることについては何も見ないで

いいのか、言及しないでいいのか疑問に思いました。 
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高校教育課長 

基本的方向性６のこの指標についてですが、現状のこの指標としては、現在あ

る学校をしっかり魅力化して、その中でどれだけの学校が県民の皆さんに学びた

いと選んでいただけるかというところを一つのものさしにしています。統廃合を

含めた今後の学校のあり方については、今回は反映させていません。 

田口委員 

いろいろな指標の取り方があると思いますが、確かに増えた学校のみに注目す

ると、この結果は正しいと思うのですが、そうではないところに何も言及しない

というのでは、魅力ある学校づくりに対する指標としては不十分ではないかと思

いました。 

教育長 

ありがとうございます。いろいろなデータをしっかりと整理してくのが良いと

思いますので、よろしくお願いします。 

西山委員 

悪化している２つの指標の部分ですが、まず、親の学びの部分です。ＤＶＤ配

布や県のホームページ掲載をされていますが、昨年時は９９％あったのが下がっ

ています。 

ここで、県のホームページについてですが、随分文字が多くてなかなか辿り着

けず、とっつきにくいものであるように感じています。もう少し感覚的に使える

ようなホームページにして、そこに掲載をすれば、今の親の学びももっとアクセ

スが増えると思います。こうしたインターフェースの部分について検討をお願い

します。 

もう１点の悪化しているインターンシップについてですが、ウィズコロナの中

では非常に厳しい状況であると思っています。先ほど県立高校の連携の話の際に

も言いましたが、ＶＲ技術の活用が必要ではないかと思います。例えば、企業側

の担当が３６０度カメラを頭に乗せて、企業の職場を回ると、学校では教室にい

るにも関わらず、そこの会社に行ったような感覚がします。そのような中で、見

るだけじゃなく、前後でアンケートをとったり、テストをしたりして、インター

ンシップの効果を高めるというような取組を是非やっていかなければ、ＰＲが難

しい時代になっていると思います。是非、ＶＲ技術というのがこれからの課題に

なると思いますので検討をお願いします。 

社会教育課長 

令和３年度（２０２１年度）オンデマンド講座を開設し、ＤＶＤ配布、県のホ

ームページに掲載をしたのですが、策定時よりも、実績は落ちてしまった状況で

す。令和４年度（２０２２年度）ですが、こちらの課題を方向性にも書いており

ますように、双方向型のオンライン講座実習に向けた環境面、技術面の課題にす

る支援として、６月の補正で予算を計上しています。オンラインでの講座をして

もらうための研修会や実際にしてもらうときの支援に関する事業にしていく予定

です。様々な形で取組を進めていきますので、今後ともよろしくお願いします。 

高校教育課長 

インターンシップの件について、コロナ禍の中で、この指標自体は非常に厳し

い状況になっていますが、昨年度一人一台端末が入り、また校内ＬＡＮが昨年度

ようやく整ったという状況です。ウィズコロナの中で、このままではいけないと

思っており、現在担当の班で、バーチャルを利用したインターンシップのあり方

の研究を行っています。今後しっかりと研究を進めていきたいと思っています。 

田浦委員 

ＰＴＡで、親の学びには大変お世話になりました。昨日もテレビで拝見しまし
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たが、ワークショップ形式で研修をされており、自分たちの子育てについてお互

いの情報交換ができ、お互いに聞くだけで終わらずに、自分たちの話もできると

いうことで、とても満足感を得られると思います。これまでのようにこうした研

修が行われるのが一番望ましいと思いますが、是非、親同士が繋がれる機会を作

っていただけると大変ありがたいです。 

また、安心安全に学校で学ぶ環境についてですが、不登校の子ども達が増えて

いるということで、愛の１２３運動等、学校に来るような圧力がかかっていない

かどうかを心配しています。不登校の子ども達を支援されている施設のお話を伺

うと、不登校になる子どもたちは、既に精一杯努力をした結果、学校に行けなく

なってしまったというお話を聞いたことがありますので、学校でなくても安心し

て学べる状況、環境を作っていただけるとありがたいです。また、不登校の子ど

も達の学習支援をする友達がいるのですが、どうして学校に行かないのというよ

うな言葉がすごく禁句だという話を聞きました。子ども達が自分から自分のこと

について話すのは待つけれども、こちら側から学校に行くことを意図した言葉か

けということは絶対しないということを聞きましたので、その辺についても既に

配慮されていると思いますが、引き続きよろしくお願いします。 

社会教育課長 

ありがとうございます。今年度の収益事業でオンライン講座をするための予算

を取っており、これはこれで進めていく予定にしていますが、先ほど、田浦委員

がおっしゃったとおり、ウィズコロナのもとで、この親の学びは、ワークショッ

プ形式の対面型のものを基本として進めていきたいと考えています。４月５月に

開催しましたトレーナー研修では、ウィズコロナのもとで、感染対策を取った形

の対面型の親の学びについての研修を開催したところです。そのようなことも含

めながら、学校に保護者の方々が集まられる機会に、親の学びができるような形

で進めていきたいと考えています。 

学校安全・安心推進課長 

まず不登校の件ですが、平成２８年（２０１６年）の教育機会確保法の後から

は、学校に戻すことが前提ではなく、社会的自立を目指しています。 

本県においても、令和２年度（２０２０年度）から令和３年度（２０２１年

度）については、不登校数が１．３倍ほど増えている状況です。背景としては、

コロナによって学校への登校が不定期なものになり、なかなか学校生活に馴染め

なくなってしまい、人間関係が上手くいかないといった原因が挙げられると感じ

ています。こうした学校に行けなかった不登校の子ども達については、現在本課

では、教育支援センターの設置を各市町村にお願いしており、昨年度は南関町で

設置をしていただき、今年度も氷川町と嘉島町で設置をしていただきます。学校

に足が向かないという子については、学校の敷地内の目立たない場所や違う場所

に支援センターを設けて支援員を配置し、教科指導や学校ではできないような活

動をやっているところです。向く先が学校ということではなく、支援センターも

含めたところで指導は進めているところです。 

また、お話にもありました「どうして学校に行かないのか」（学校に行くこと

を意図した言葉かけ）については、配慮を行うようしっかりと指導していきます。 

吉井委員 

２ページにあります、いじめ担当として各学校が配置した情報集約者担当者向

け研修を実施とあります。私は、以前から情報集約担当者というのは、いじめ担

当の先生であると言っており、今もその気持ちは変わりません。ここに、高校生

の方で、児童生徒が安心して学校に相談できる体制の構築とあるのですが、情報
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集約担当の先生に安心して相談できる状況を作っていただきたいと同時に、情報

集約担当の先生が自ら動いて、いじめを探すということも是非やっていただきた

いと思います。相談できない場合があり、少し元気のない子供がいるとか、少し

一人になっている子を見かけたとか、そのような子に積極的に話しかけていただ

きたいです。そのような子を新たに見つけるということは、いじめの数を増やし

てしまうということで、結果的に、良い評価を受けられない場合もあるかもしれ

ませんが、見つけないことには前には進んでいきません。是非そのような子を見

つけて、解決できるような状況まで持っていっていただける方を情報集約担当者

にするようお願いします。 

前から言っていますが、情報集約担当者は情報を集約するだけではありません。

いじめをなくすための、子どもが安心して安全に暮らせるための方です。情報集

約担当と書いてしまうと本当に情報を集約するだけになってしまいますので、情

報集約担当（いじめ担当）と思っていただけるようにお願いします。 

また、基本的方向性８の「文化・スポーツの振興と生涯学習の推進」について

ですが、数字をパッと見てみますと、令和２年（２０２２年）から令和４年（２

０２２年）まで全く数字が変わっていません。これは、もうできないということ

ではないのですか。総合型地域スポーツクラブが設置されている割合と、これは

おそらく小学校の部活動ではないかと思いますが、小学校の部活動の受け皿とし

て、総合型地域スポーツクラブを設置するようになったが、なかなかできないと

ころがあるということだと思います。４５市町村中４１市町村にはあるというこ

とですが、設置されている４１市町村も都市部から山間部まであるような大きな

市の場合、都市部に 1 個あれば設置されているということになると思います。山

間部にはできていないが、都市部に 1 個あるから良いと考えられている可能性も

あります。小さな村でも頑張って設置しているところもあると思います。しかし

ながら、なかなか数字が増えないところを見ると、おそらくもう設置することが

できない市町村があるのではないかと思います。そのような市町村に対して県が

力を貸してアイデアを出したり、人材派遣したりといったことができないものか

と思いますが、いかがでしょうか。 

学校安全・安心推進課長 

まず、情報集約担当者の件についてです。いじめについては、研修の度に「チ

ーム学校」で対応して欲しいと口酸っぱく話をしているところです。1 人で抱え込

まないというのが大事であって、それを集団で集約をするという意味で、この情

報集約担当者というのは重要な役割を持っているのではないかと思っています。 

学校の取組として、情報集約担当者が学年会に出て情報を１つ１つ受け取り、

生徒相談、生徒支援、生徒指導部会にも参加して、一緒に情報共有しているとい

う場面を聞いており、そういう活動をお願いしているところです。実際にそのよ

うな活動をやっているという報告もありますので、浸透しつつあるのではないか

と思っています。学校には各学校経営案に、情報集約担当者の記載をお願いして

おり、年度初めには、全職員、全生徒、そして保護者会では保護者の前で、担当

を紹介してもらうといったことを学校にお願いをしています。情報集約担当者の

方には、いじめに対して前線で頑張ってもらうために、研修等も行っているとこ

ろです。 

体育保健課長 

次に、基本的方向性８についてです。総合型地域スポーツクラブですが、吉井

委員のお話にありましたように、現在目標としているのが、県内の４５全市町村

に最低１つ設置するという数値目標を掲げているところです。現在、４１市町村

には設置できていますが、残りの４市町村については、市町村それぞれの事情が

あり、特に小さい町村で設置に至ってないってないという状況です。平成１２年
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にゼロからスタートし、ここまできているところです。まだクラブの設置までは

至っていませんが、クラブの設置に向けての動きについては、残りの４市町村頑

張ってやっていただいているところです。県教育委員会としては、２年から３年

計画で県内全市町村を回り、設置ができていない市町村については毎年訪問し、

設置に向けた指導助言や先行事例等を紹介しているところです。 

また、大きな町村では、郡部の方までは１つ設置してもクラブへの参加が難し

いのではないかという御指摘についてですが、数としては、県全体として現時点

で７０弱あり、大きな市町村については、既に複数設置しているところもありま

す。なかなか都市部の中心にしかできないといった実態もありますので、市町村

に一つできたら、その充実と加えてさらに複数の設置や郡部の方々も参加できる

ような配慮をお願いしているところです。しかし、現状としては、多くの市町村

に１つという状況です。引き続き、市町村に助言やお願いを進めていきたいと考

えています。 

公益財団法人の県スポーツ協会がありますが、ここにはクラブアドバイザーが

おり、専門職として、クラブ設置に向けたノウハウを持っています。県教育委員

会としては、県スポーツ協会と連携しながら、更に目標達成できるように、また、

既に設置済みの市町村には加えてクラブができるように取組を進めていきたいと

考えています。 

お話にありました小学校の運動部活動の社会体育化については、平成３０年度

（２０１８年度）に移行していますが、その受け皿として、さらに今後は、今年

度までが実践研究期間となっており、来年度から３年間の移行期間に入る中学校

の休日の地域部活動の受け皿としても、このクラブが非常に重要なポイントとな

ります。引き続きしっかりと取組を進めていきたいと考えています。 

吉井委員 

ありがとうございます。大きな町の郡部のほうにもクラブを設置できるように

お願いします。 

西山委員 

今のお話についてですが、教育の原点である地域で育てるという中で、このス

ポーツクラブというのは非常に重要だと思っています。全市町村への設置を目標

にやっていただいており、クラブは７０弱あるというお話もありましたが、もう

少し他の物差しも同時に見ながら、皆で確認して育てていくことができればあり

がたく思います。例えば、地域の青年団等が子ども達を育てていくといった形に

なれば、生徒と児童と地域の連携が図れると思います。是非地域スポーツクラブ

については、推進をよろしくお願いします。 

体育保健課長 

貴重な御意見ありがとうございます。今後の取組に生かしていきたいと思いま

す。 

教育長 

ありがとうございます。 

この教育プランも残り２年を切っています。そういう中で、今年がプランの目

標を達成する重要な年になります。そのような指標やここに出てきている以外の

データもしっかり見ながら、市町村を後押しするところはしっかりと後押しし、

自分達でもしっかりと成果を見ながら取り組んでいければと思います。 

この件については、スケジュールにもありましたが、この後有識者の委員会に

かけて、来月の定例教育委員会で最終的に評価していただく予定です。 
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教育長 

他はよろしいですか。 

 

〇報告（１） 「令和４年２月定例県議会における教育委員会に係る一般質問及び 

答弁について」 

教育政策課審議員 

  教育政策課です。報告（１）として、「令和４年２月定例県議会における教育

委員会に係る一般質問及び答弁について」説明します。趣旨としては、今後の教

育委員会における議論の参考としていただくために、報告するものです。 

報告（１）を御覧ください。本年２月に開催された県議会では、一覧表記載の

質問項目について、別添概要のとおり質問があり、答弁しました。教育委員会事

務局としても、引き続き、県民や県民を代表する議員の御意見に耳を傾け、教育

行政の充実強化に取り組んでいきます。 

報告（１）は、以上です。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

教育長 

よろしいですか。 

 

〇報告（２） 「令和４年度（２０２２年度）教師不足について」 

学校人事課長 

  学校人事課です。報告（２）「令和４年度 教師不足について」御報告します。 

  昨年度、文科省が公表した教師不足についての全国調査において、本県の不足

数は１２８人でしたが、今年度は、９７人と、不足数は若干減少しました。 

しかしながら、教師不足が深刻な状況に変わりはなく、引き続き対策を講じて

いきたいと考えています。 

「１ 現状」ですが、５月１日時点で、昨年度と比較すると、小学校７人、中

学校１２人など、計３１人、不足者数は減少しています。 

なお、※に、文科省による「教師不足」の定義を記載していますが、「教育委

員会において配置を予定している数」と「実際に配置されている数」との間に差

が生じ、欠員が生じている状態のことを指しています。 

「２ 教師不足の主な要因」については、小中学校においては、近年の大量退

職に伴い、教員採用選考考査において新規採用数を増加させてきた結果、臨時的

任用教員の方々の多くが選考考査に合格して正規採用となり、臨時的任用教員の

不足が生じていること、また、特別支援学級数の増加に伴い必要教員数が増加し

ていることが挙げられます。 

また、特別支援学校においては、児童生徒数が継続して増加していることに加

えて、令和元年度以降、計３校の新校を開校したことにより、必要な教職員数が

増加したためです。 

「３ 昨年度からの対応状況」ですが、令和３年度末の定年退職者に再任用の

声掛けをした結果、小中学校においては昨年度比で６７名、特別支援学校で８人、

再任用教職員が増加しました。また、特別支援学校教諭の免許状を持つ高校籍の

教員５人を特別支援学校に配置するなどの対応を行いました。 

しかしながら、現状は依然厳しい状況ですので、「４ 今後の取組」にあると

おり、教員採用選考考査における採用者数の増加や、定年退職者に対する再任用



20 

 

の更なる働きかけを行います。また、免許法改正により免許状が有効となる免許

状休眠者等への広報や、特別免許状制度の積極的活用を図るなど、取りうる手段

を尽くして教員不足の解消を進めていきます。 

学校人事課からの報告は以上です。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

田口委員 

  ７月１１日に全国都道府県教育長協議会に参加しました。その中の議題の１つ

が教員不足でしたが、それぞれの県の状況について情報があげられました。実際、

未配置ゼロの県が多く、他の県はいい状況だと思いました。文部科学省のホーム

ページを見ると実態調査が掲載されており、都道府県・政令指定都市６８の中で

熊本県はワースト３位という結果は、非常にショックでした。以前から、計画採

用を含めて熊本県は対応していると思っていましたが、結果として全国ワースト

３位で、非常に良くないなと思いました。 

（教職員の）定数についても記載がありましたが、教育の機会均等と義務教育

の水準の維持向上を目的として、義務標準法により教員の定数が決められている

ということでした。その定数が満ちていないということは、熊本県の教育の機会

均等と教育水準の維持向上が不十分であるとも読めます。毎年、県知事と懇談す

る機会をいただいており、定数について、教職員の給与等は国の財政的措置があ

るが、十分ではないということと、ぜひ教育にも予算を付けてほしい、教員をも

っと増やしてほしいと言い続けてきました。県知事からは災害等があり、なかな

かプラスすることができない、与えられた予算の中で工夫をしてほしいとの回答

でしたが、増額が認められないのであれば、もう少し工夫をする余地が我々には

あるのではないかと思っていたところです。 

まず教員の数が増やせるかというところで言えば、教員採用の倍率が下がって

いることについて、県では特別免許状を活用した取組を今後実施されるというこ

とですが、県によっては特別免許状を与えることを前提とした採用試験を設けて

いるところがあり、採用試験の時に資格や可能性を審査したうえで採用している

ということでした。宮城県では、一次試験は合格し二次試験で不合格だった方、

特に大学４年生が多いが、二次で不合格となると他の企業や公務員になってしま

う事例が多くありました。そこで、宮城県では一次試験に合格した方は、次年度

の試験で一次試験を全部免除にしています。（以前は学生が）奨学金を返さない

といけないため他の職業に就職してしまうことがあったが、この試験制度によっ

て、他職に学生が流れることを防ぐ効果がありました。 

他には、臨採の登録のシステムを持っている県として、静岡県は７００名の方

が人材バンクに登録しているとのことでした。東京や奈良では教師塾をしており、

しかも高校１年生から県教委主催の教員を目指す塾を開いているということで、

高校生の段階から教員を育成している、そういった事例も紹介されました。そこ

の塾を卒業すれば、採用試験の一次免除を考えている県もあるようでした。（全

国都道府県教育長協議会で話題になったことについて）ここでお伝えするのが私

の役目かと思いましたので紹介しました。 

学校人事課長 

他県の状況を知り、参考になる取組だと思いました。我々も教師不足の解消に

向けて、どのようなことができるのか検討し、できるところから対策を始めてい

ます。例えば、採用選考考査では本県でも臨時的任用教員の方が受考する場合は、
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前年度、二次で不合格であった方は今年度の一次考査が免除になる、あるいは小

学校の教諭を志望する方で、１年以上の臨採の経験がある方は一次考査の教職科

目を免除するなど、いろいろな対応を行っています。 

そのようなところを含めて、選考考査を進めているところですが、倍率自体、

若干、他県に比べて低くなっており、まずは多くの方に受考いただくことが大事

です。 

そこで昨年度から教員の魅力ややりがいを積極的にＰＲするために動画を作成

しホームページに掲載したり、直接大学にも出向き、大学生にも教員の魅力を伝

えたりもしています。一気に不足が解消することは難しいですが、できることを

やりながら、少しでも不足数を解消しようと取り組んでいかなければと思ってい

ます。 

田口委員 

特にいろいろな取組をしていただいていると理解していますが、採用枠につい

ては、私が協議したグループでは、退職者を見込んだ数よりも多い人数を採用し

ている県がありました。それを繰り返すことで、（不足数が）ゼロになってきた

ということでしたが、県では予算の関係でなかなか踏み込めないところはあると

思います。 

最近は若い先生が増えたことで産休育休が多くなり、そこに代替の先生をいれ

ることで、（全体の）講師の数が少なくなるという状況もあるということですが、

日本としては望ましいことです。若い人が産休や育休に入り、子育ても一生懸命

されて、その後、子育てを経験された方が学校に戻ってくるということは、とて

もいい循環です。 

しかし、自分は産休に入りたいけど、講師が見つからなくて不安だとか、いつ

から産休は入れるのかなどの不安をもっている（現在学校に勤務している）卒業

生の方もいることも知っています。 

県が広報活動も一生懸命されていることも知っており、熊大教育学部も県と連

携して、今年度から大学の教員が高校に出向き、教員の良さを伝えるとともに、

熊大に入学すると面白い授業を受けられるということを伝える取組を始めること

にしました。県北地域は玉名、県南地域は八代、人吉、天草高校の４つの高校と、

熊本市内は熊大で話を聞いてもらう取組を今年始めます。年間、各校２回ずつ回

り、教員の魅力を伝えていきたいと思っています。 

また、まずは熊大に入学されなくても、熊大の大学院に入学して戻ってきても

らえたら、あるいは最終的には熊本に戻ってきてもらえたら、その（取組の）意

義はあるのかなと考え、今年から実施することにしています。今後、県教委から

も、いろいろと支援をお願いします。 

教育長 

  私も就任して、教員不足は重大な課題だと思っており、学校人事課長からもあ

ったように、できる方法はあらゆる手段を使い、人材を確保していこうとしてい

ます。今年も、年齢制限を撤廃したり、東京でも選考考査をしたりと、いろいろ

な取組を行っています。いずれにしろ、この問題は教師の魅力の面や、学校の働

き方改革など、いろいろな問題を総合的に解決するように取り組んでいかないと

いけないと思っています。リクルート活動もさることながら、学校そのものの先

生方の働き方など、総合的に取り組んでいこうと思っていますので、また助言等

をいただけければと思います。 
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教育長 

他はよろしいですか。 

 

教育長 

  本日予定されました議事については以上のとおりですが、その他で何かありま

すか。 

教育長 

  はい。ありがとうございました。 

引き続き、よろしくお願いします。 

 

６ 次回開催日 

  教育長が次回の定例教育委員会は令和４年（２０２２年）８月２日（火）教育

委員会室で開催することを確認した。開催時間は、午前９時３０分から。 

７ 閉 会 

  教育長が閉会を宣言した。午後０時１０分。 


